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１． はじめに 

現在、観光業界ではマイクロツーリズムの促進

が必要とされている。これは自宅から 1～2 時間程

度の短い休暇時間を利用して気軽に旅行を楽しむ、

新たな旅行形態である。特に東京都市部以外を指

す多摩地域におけるマイクロツーリズムでは、地

域ならではの自然や住みやすい街など、着目され

ていなかった地域資源や地方サービスを活用する

ことにより地方経済の活性化が望まれている。 

 

２．タクシーオーダーメイドツアー 

タクシーオーダーメイドツアーとは三幸自動車

株式会社が提供する旅行サービスである。従来の

旅行プランナーが予め設定した旅行先を巡るサー

ビスとは異なり、ドライバーが旅行プランナーと

して顧客ごとにオリジナルのプランを提案し、そ

れらの旅行先をタクシーで巡るサービスである。

顧客ごとにオリジナルな旅行プランを計画するこ

とによりその人に適した旅行先を自由なタイミン

グで移動できるようになる。このタクシーオーダ

ーメイドツアーでは、公共の交通機関が利用しづ

らい高齢者でも利用がしやすいサービスである。 

しかし旅行プランナーが提供するサービスはド

ライバーや提供する顧客の属性により異なり、顧

客にとって最適なサービスを提供することは過去

の経験値に左右され難しい。これらの課題に対し

て顧客が不満に感じるような原因の特定を容易に

し、信頼性を向上する方法や新しい顧客体験を行

えるツールの追加により価値提供を行うサービス

を提案し、より質の高い旅行を顧客に提供するこ

とが本研究の目的である。 

 

３．提案 

3.1 対面サービスの改善 

まず会話を前提としたサービスの品質や信頼

性を管理するための解析手法の構築と安定したサ

ービスを提供するためのアプリケーションの利用

について提案を行う。タクシーオーダーメイドツ

アーの特徴として顧客と提供者の密な会話によっ

てサービスが提供され、提供者の行動がサービス

の品質に大きく左右される。先行研究として従来、

機器の信頼性を管理するための STAMP/STPAをサー

ビスの品質管理に応用する手法を活用する[1]。サ

ービスの一連の流れをカスタマージャーニーマッ

プとして行動の推移とそれに伴う感情を細分化す

る。細分化した情報はガイドワードで解析するこ

とでサービスの品質を低下する要因の摘出を行う。

これらの流れは図 1 に示す。これにより属人性の
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高いサービスにおける品質の管理を容易にする。

これを実施するための事前情報の収集や因果関係

の解析に開発した多摩地域限定の写真投稿アプリ

ケーションを活用する。このアプリケーションは

旅行先で撮影された写真や文章から思い出の保存

ができる。これらにより旅行プランを提案する際

や実際に観光地へ訪れた際により信頼性の高いサ

ービスを提供することができる。 

 

 

図 1 解析モデルによる品質改善 

 

3.2 AR カメラ 

次に今までの単に説明を聞く受動的な旅行か

ら、自身でアクティブに旅行を楽しめることを目

的として、AR カメラで顧客体験を向上する方法に

ついて提案する。この AR カメラとは東伏見稲荷神

社にて白狐が現れるアプリケーションである。こ

の AR カメラが利用できる東伏見稲荷神社には、白

狐が神社における神の使いとして存在する逸話が

存在し、そこから開発を行った。 

AR カメラには 2 つの機能を提供している。1 つ

目は社殿を背景に白狐と記念撮影をして思い出が

作れるものである。2 つ目は設定された範囲内で白

狐が表れる機能である。これらの機能により、今ま

で歴史などに興味関心を持てていないような顧客

でも、新しい体験による価値を追加し、図 2 のよ

うに新たな顧客の獲得を行う。 

 

 

図 2 CVCA 

４．アプリケーションの実装 

 AR カメラのアプリケーションの実装方法につい

て説明を行う。白狐のキャラクターには Blenderが

活用されている。作成されたキャラクターは

palanAR によって図 3 のように実際の映像と合成

している。GPS により位置情報を収集し、特定の場

所から 0～30mの範囲内で表示されるように設定さ

れている。 

 

 

図 3 AR カメラの実装例 

 

５．評価と新たな課題 

タクシーオーダーメイドツアーを実際に体験し、

感情の分析を行い評価した。しかしタクシーオー

ダーメイドツアーの運営者によるフィードバック

の結果、新たな課題が明らかになった。体験する顧

客が伯母と孫の場合、AR カメラに孫が夢中になっ

てしまい伯母と離れてしまうなどの危険性につい

てである。今後は実際の顧客の情報をもとにより

正確な顧客情報を取集し、危険性についても検討

する必要がある。またチラシの配布やラジオ放送

による告知によるシステムの検証も行っている。 

 

６．今後の展望 

 今回はタクシーにおける旅行サービスの事例を

元に新たなシステムの提案を行った。これらのシ

ステムは旅行産業において応用が可能であると考

えられる。しかし具体的な方法が確立されていな

いため八王子市などの多摩地域の異なる旅行サー

ビスにおいての活用方法の検討が必要である。 
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